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事務局 瀬平まで

未来を育む、あなたの夢を応援します！

Hopeフューチャー奨学金 

奨学生募集のご案内

財団法人Hopeフューチャーは、将来、社会の発展に貢献する意欲のある学生の皆様を支援するため、
2026年度の奨学生を募集いたします。
経済的な理由で進学を諦めることなく、夢に向かって邁進する皆さんを応援したい。 
そんな想いを込めて、本奨学金制度をご用意いたしました。

支給内容

給付月額 5万円～10万円※
給付期間         2026年4月～2030年3月 (最長4年間)

支給方法 ３か月に１回、奨学生本人名義の金融機関口座へ振込
※返済義務のある奨学金制度は併用、併願可能。
ただし支援金額を調整することもあります。

本奨学金に応募できるのは、以下の要件をすべて満たす方です。（詳細:申込書①）

・群馬県在住または、群馬県内の高校に通学している
・2026年4月に国内外の大学・専門学校へ進学する
・将来、製造業・工業分野または農業において社会に貢献する強い意欲がある
・学業成績、優秀であると認められる（申込書①-条件3）
・経済的な理由により進学が困難である（申込書①-条件5）

応募資格

奨学金へのご応募は、以下の手順でお手続きください。
1.学校経由で『奨学生願書』・『申込書①と② 』をお受け取りください
2.お受け取りいただいた奨学生願書及び申込書①、②をご記入ください
3.その他必要書類(例:成績証明書、証明書類等)と小論文※を合わせてご準備ください
4.下記問い合わせ先まで必要書類を郵送にてご提出ください

※小論文…原稿用紙
テーマ「大学卒業後、製造業・農業を通してどのような活躍をしたいか。」

応募方法

応募期間
選考

応募期間 2025年4月1日 ～ 2025年9月30日 (当日消印有効)

選考方法 第一次選考: 書類選考(小論文を含む)
 第二次選考: 面接選考 (第一次選考合格者のみ)

選考結果発表 2025年11月28日 (予定)

本奨学金
のポイント

返済不要の給付型奨学金です。
将来の日本の工業・農業を担う人材を支援します。
経済的な負担を軽減し、安心して学業に専念できる環境を提供します。

返済不要！
給付型奨学金

貴校の学生の皆様へ

応募書類ホームページ



一般財団法人 Hope フューチャー 

 

奨学生願書 
（西暦）     年    月    日 

一般財団法人 Hope フューチャー 

  代表理事 坂本 清和 殿 

 

 貴財団の募集要項等記載事項に同意し、奨学生として採用を希

望いたします。 

 私は、奨学生願書に記入した内容及び提出書類に虚偽がないこ

とを、ここに誓います。また、奨学生として採用いただいた場合は、

貴財団の奨学金給付規程等に従うことを誓約いたします。 

 

■本人情報 

氏 名 

フリガナ 

性 別 男 ・ 女 
 

現住所 

〒 

 

 

（  自宅 ・ 学生寮 ・ アパート ・ その他（                 ） ） 

連絡先 

（電話番号）  

（携帯番号）  

（E-mail ）  

学校名 高等学校 

 

■親権者等 

氏 名 

フリガナ 

 

現住所 

〒 

 

 

連絡先 

（電話番号）  

（携帯番号）  

（E-mail ）  

 

■本人の健康状態（いずれか□にチェックしてください。） 

  □ 良好  □ 疾病加療中 

  □ その他（                                         ） 

 

■志望大学・学部・学科 

第１志望 大学 学部 学科 

第２志望 大学 学部 学科 

 

■家族の状況 

家
族
構
成 

氏 名 続 柄 年 齢 同別居 職業等 

   □同居 □別居  

   □同居 □別居  

   □同居 □別居  

   □同居 □別居  

   □同居 □別居  

   □同居 □別居  

 

■その他奨学金の状況 

（願書提出時において内定又は申請している大学奨学金（高校時予約型）等があれば記載してください。） 

受給団体名  受給予定期間 奨学金年額  

 
□内定 

□申請中 
  

□貸与 

□給付 

 
□内定 

□申請中 
  

□貸与 

□給付 

 
□内定 

□申請中 
  

□貸与 

□給付 

 
□内定 

□申請中 
  

□貸与 

□給付 

 

■連絡窓口（在籍する学校において連絡窓口となる方） 

氏 名 

フリガナ 

 

連絡先 
（電話番号）  

（E-mail ）  

写真 

4×3cm 

上半身近影 

（6 ヶ月以内） 

裏面に 

氏名を記載 



 

 

 

申込書① 条件１～５に該当する項目すべてにチェック（〇）いただき、必要書類欄記載の書類を確認のうえ提出してください。（選択された項目により必要書類は異なります） 

 

 

  
応募条件 チェック 項目 必要書類 

条件1  1)高等学校を 2026 年に卒業予定の者 在籍証明書原本 

 2)高等学校卒業程度認定試験合格者 高等学校卒業程度認定試験合格証明書原本 

条件2 将来の進路として下記いずれかを希望する者 

 1)製造業 ※別紙【製造業一覧】に該当するもの  

 2)農業  

条件3  1)高校 2 年次までの成績評定平均が 4.0 以上(小数点第 2 位四捨五入)の者 成績証明書原本 

 2)高校 1 年次から高校 2 年次までの定期テスト成績結果が常に上位 15 位以内の者 左記が証明できる書類 

条件4  1)部活動への積極的な参加(3 年以上続けており、ブロック大会に出場経験)がある者 ご自身の経験から学んだことを申込書②に記入ください 

 2)リーダーシップ経験(部長やキャプテン)がある者 ご自身の経験から学んだことを申込書②に記入ください 

 3)学外活動（ボランティアやアルバイト)で地域社会への貢献がある者 左記が証明できる書類 

活動日数または勤続年数とご自身の経験から学んだことを 

申込書②に記入ください 

 4)資格取得者 別紙の一覧に該当するナンバーを申込書②へ記入ください 

 5)異なる文化や国での経験があり、異文化理解を深める活動経験がある者 別紙の一覧に該当するナンバーを申込書②へ記入ください 

ご自身の経験から学んだことを申込書②へ記入ください 

条件5  1)世帯年収 1500 万円未満 世帯全員の課税証明書原本または、非課税証明書原本 

世帯年収 2000 万円未満の場合は、2～4 のどれかに該当すること 

 2)家庭内の特殊な状況、高齢者の扶養、病気や障がいによる経済的負担のある家庭である 特殊な事情があることを証明できるもの公的な資料の写し 

 3)兄弟姉妹が複数いる者（3 人兄弟以上)  

 4)ひとり親家庭の方  



 

申込書② 条件 4 の 1)～5)でチェックした項目に必要事項をご記入ください 

 

項目 記入欄 

1)部活動への積極的な参加(3 年以上続けており、ブロック大会に出場経験)がある者 ご自身の経験から学んだことを下記へ具体的にご記入ください 

 

 

 

 

2)リーダーシップ経験(部長やキャプテン)がある者 ご自身の経験から学んだことを下記へ具体的にご記入ください 

 

 

 

 

 

3)学外活動（ボランティアやアルバイト)で地域社会への貢献がある者 ボランティアの活動日数または、アルバイトの勤続年数をご記入ください 

 

ご自身の経験から学んだことを下記へ具体的にご記入ください 

 

 

 

 

4)資格取得者 別紙【資格一覧】をご確認の上、該当ナンバーを下記へご記入ください 

 

5)異なる文化や国での経験があり、異文化理解を深める活動経験がある者 別紙【活動一覧】をご確認の上、該当ナンバーを下記へご記入ください 

 

ご自身の経験から学んだことを具体的にご記入ください 

 

 

 

 



 

別紙 

 

【製造業一覧】 

1 食料品 9 石油製品・石炭製品 17 はん用機械器具 

2 飲料・たばこ・飼料 10 プラスチック製品 18 生産用機械器具 

3 繊維工業 11 ゴム製品 19 業務用機械器具 

4 木材・木製品（家具を除く） 12 なめし革・同製品・毛皮 20 電子部品・デバイス・電子回路 

5 家具・装備品 13 窯業・土石製品 21 電気機械器具 

6 パルプ・紙・紙加工品 14 鉄鋼業 22 情報通信機械器具 

7 印刷・同関連業 15 非鉄金属 23 輸送用機械器具 

8 化学工業 16 金属製品 24 その他の製造業 

 

【資格一覧】 

1 製図検定 5 機械保全技能士 9 ボイラー技士: 

2 機械加工技能士（旋盤） 6 機械検査技能士 10 エネルギー管理士 

3 品質管理検定 (QC 検定) 7 日本農業技術検定 11 公害防止管理者 

4 生物分類検定 8 電気工事士  

 

 

【活動一覧】 

1 交流会やイベントなどへの参加し、 

異文化理解を深めた者。 

(日本国内でも可。交流会やイベント名を記載) 

2 目的をもち、 海外へ行ったことがある者。 

(目的を記載) 

3 日本語以外の言語で会話ができる者。 

 



校名                                             

氏名

自宅電話 （ ） -

下記のテーマについて述べなさい。
大学卒業後、製造業・農業を通してどのような活躍をしたいか(800文字以上)

小 論 文
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